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むがし、たいした神信心・ほどげ（仏）信心だばって、嫁さだばなんもかんも根性いぐね（良くない）、
ばさま（婆様）いであったど。朝ま はえぐ（早く）おぎで（起きて）、神様拝んで、ほどげ様拝んで、
嫁ぁわんつかでも（少しでも）おせぐ（遅く）起ぎれば村中ぐだめで（愚痴を言って）歩ぐんだど。すご
ど（仕事）すぅこど（すること）がら 料理の味コでも、寝るのがらおぎるごとまんで、嫁のするごとぁ、
なんでもかんでも気に入らねんで、今日は隣、明日はむげ（向かい）で、嫁のあこもこ（悪口）しゃべて
あさぐ（歩く）嫁もぎだ（嫁いびりな）ばさまでった（だった）ずおんなぁ。嫁ぁそれ好ぎでねんで好ぎ
でねんで、我慢でぎねぐなって、とうとうばさまば殺してしまう気さなってしまったんだど。



あるし（日）に、おでら（お寺）さ行っ
て、おしょ（和尚）様さ、たまりにたまっ
てら腹のなが（中）のごとみんなしゃべて
がら、「おぃの（うちの）ばさまは、こし
たらだ（これほど）根性いぐね嫁もぎだは
んで、早ぐ死ぬようにって拝んで けへ
（ください）」って頼んだど。

おしょ様、嫁の話とば「うんうんうん」
てうなづぎながら とっこど（じっくり
と）聞でらっきゃ、朝まがら ばげかだ
（晩方）まで かがったんだど。

そこで嫁さ「おめの（お前の）話ぁよ～ぐわがった。三七（さんしち）二十一日（にじゅういぢに
ぢ）の願掛げ せば（すれば）ばさま必んず死ぬね。すたばって（けれども）、これがら わ（私）の言
うごとば（言うことを）よ～ぐ聞いで、その通りやらねば（やらないと）ばさまは死なねや（死なない
よ）。それがら、ばさまさ おめの その気持ちコ見抜がいれば、ばさまは死なね。へば（それでは）、
いいが？これがらだっきゃ、朝まに ばさまより 早ぐ 起ぎで掃除して、神様ど ほどげ様さみつ（水）
コど 花コど供えで拝め。ばさまだっきゃ、二十一日たでば死ぬん だはんで（だから）、これがらだっ
きゃ良い着物コ着へで やれへ（あげなさい）。うって（とっても）めぇもの（美味しいもの）も かへ
で(食べさせて）やれへ。たった二十一日、我慢へば（すれば）いんだはんでな。おめ、その自分のばさ
ま死ねばいいってす気持ぢぁ見抜がれねよぉに、にっこかっこ（ニコニコ）笑いながらばさまの世話コ
してやれ。そせば、二十一日 満願の日にばさまあの世さ行ぐはんで。」って教えだど。



さぁ、嫁ぁよろごんだ（喜んだ）でばねぁ。そして嫁ぁ、次の朝ま がら いぢばんどり（一番鳥）鳴ぐ
より早ぐ起ぎだして、掃除もまで～に（丁寧に）やって、神棚さも仏壇さも花コ供えで、ばさま早ぐ死ぬ
ようにって願掛げで拝んだんだど。そして、「ばさま！その着物だば きたねぐ（汚く）なったはんで、こ
んだ（今度は）これ着へ」ってあだらしい着物着へでやったり、「これ、この さがな（魚）コ めぇはん
で食いへ」「今日まだ ぬげして（暑くて）な～、しゃっこい（冷たい）みつコ でも飲まねがして」
にっこかっこにっこかっこて世話コしたどな。



そうしたどごで、ばさまも「おぃの嫁ぁどうしてこう いぐ（良く）なったんだべ」って不思議に思っ
たども、いぐねぇ（良くない）気だば さね（しない）でばな、ばさまも「あね（嫁）、あね」って声っ
こも優しぐなったど。物コも買って けだり（あげたり）するようになったぁど。じさま（爺様）も あ
に（夫）も、ばさまの ぐだめぎ（小言）聞がねくてもいぐなって、嫁の ぶへづら（仏頂面）見ねして
もいぐなって、なんだみんな機嫌コいぐなって、え（家）のなが（中）なんだがこうみんな なこなこし
ぐ（仲良く）あがるぐ（明るく）なってきたど。



嫁 願掛げで十日過ぎ、十五にぢ（日）過ぎだど。ある どぎ（時）に、ばさま町さ行って、なんだがさ
はごコさ（箱に）はった（入った）もの買ってきて、「あね、あね、おめ まいにぢまいにぢ（毎日毎日）
いぐ（良く）やってけるはんで、たまに こした（このような）ものも使ってみなが」って、土産コ嫁さけ
だど。嫁ぁ驚いで、さっそぐ(早速）ねどごさ（寝室に）行って はごコ 開げでみだきゃ なががら（中か
ら）手鏡だの櫛だの髪油コだのおしろいだの紅だの出できたど。「わいは（あらまぁ）、おらだっきゃ
（私は）この え さ嫁に来てがら何年も紅おしろいつけだこと ね（ない）」あねぁドキドキしながら鏡見
で、髪さ油コつけで、櫛コで髪といで、さじゃらっと(さらっと）おしろいコつけで、紅もつけだど。



あねぁ、ちょっとめぐせふて
（恥ずかしくて）あたばって、戸
開げでみんな居るどごさ行って見
へだど。あに も,じさまも それ
見で「おろぉ～」ってどってん
（びっくり）したばたって今度よ
ろごんで（喜んで）「あね、なん
ぼいいおなご（なんて
いい女）になったば」
って褒めだど。

ばさまも「あららら、いぐなったでば～。今度、とぎどぎ（時々）そして（そうやって）ふとなが
さ（人前に）出で あさがなが～（出かけると良いよ）。」ってしたど。それ聞いだ、あねのまなぐ
（目）がら、涙どっと出で、ボダボダど流れ落ぢだずおんなぁ。



次のしの朝ま 嫁早ぐ起ぎで、神様ほどげ様さ あがりっこ（明かり）灯して拝むきなったきゃ、嫁
ハッと気ついだ。「今日は二十一日、満願の日だ！満願の日だ･･ばさま死んでまる。」さあ嫁、つら真
青になてバダクタバダクタど（バタバタと）寺さ はっけで（走って）行ったど。いぎ（息）切らして、
寺さ駆げ込んで でっただこぃで（大きな声で）「おしょ様～！おしょ様～！って呼ばった（呼んだ）
ど。おしょ様、朝早ぐがら何事だべがどびっくらして出できて「あね、あね、どしたんだば」

「わい～は、わい～は、おしょ
様！おしょ様！今日は家の婆さ
まを殺してけって願掛けだ満願
の日ですじゃ。わい～は、どす
べ（どうしましょう）。どすべ。
おぃの婆さま、仏さまさ殺さい
ればどすべ。おぃのばさま、何
もいぐねぐね。良い人だ。本
当ぁ心のおぐ（奥）の優しい
良いばさまだ。おしょ様、お
しょ様、何とかして わ の掛け
た願ば掛け戻してけらいねべ
が。」って頼んだど。



おしょ様、ニグラっと笑って「あららら、そんでありしたが。それほど良いばさまだんだば、掛けだ願
ば掛げ戻してやんねばまぃな。」ってして嫁ど一緒に本堂さ行って、ありがでぇ～ありがでぇ～お経あげ
で、嫁掛けだ願ば掛げ戻してやったんだど。
そしてほれ、それがらずものぁ嫁ど姑どながいぐ（仲良く）なったってのぉ。「ふとづものぁ（人とい

うもの）は、相手の いぐねどごばり（良くないところばかり）見でるんだば まねもんだ（良くないです
よ）。ずぶん（自分）でも変わる気になねば、ふとどの付ぎ合いは上手ぐ いぐもんでね（いくものでは
ない）」ず話コだ。

とっつぱれ＊あね・・・長男の嫁のこと。姉妹の姉（あね）ではありません


